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論文の内容の要旨
（目的）
　外界の対象物を知覚する際に，脳は形状などの空間的特徴に関する情報処理を行うと同時に，時聞的側面に関
する情報処理も行っているはずである。しかし，現在のところ時間の知覚に関わる神経機構についての知見はほ
とんど得られていない。本研究では，時間情報処理で最も単純かつ本質的な過程として「2事象の時間順序判断」
を取り上げた。ヒトを対象とし，刺激の順序を判断する課題を行わせて，時間情報処理の神経機構を検討した。
（対象と方法）
　課題は，両手の各々に1発ずつ与えられた2つの感覚刺激の時間的順序を被験者に判断させるものである。被
験者は39名（男21名，女18名）で，1名を除き全員右利きであった。実験は，着座した被験者が閉眼でヘッド
フォンから白色雑音を聞かされている状態で行い，腕の交差と非交差の2つの条件を設定した。触覚刺激は，第
4指の遠位指節関節と爪の間の皮膚の上に置いた接触子を皮膚表面に水平に動かすことによって与えた。被験者
は，左右の指に1発ずつ時間差をもって与えられる計2発の触覚刺激の順序を判断し，先に（または，後で）刺
激された方の手の指示を2発目の刺激の終了後できるだけ早く挙上して回答するよう指示された。24種類の刺激
問隔（非交差条件：一750～750㎜s，交差条件：一1500～1500ms）の試行をランダムな順序で組み合わせ，24試
行をユエポックとして，1実験につき7エポック行った。左右の手に加えられた刺激の時間差と一方の手の刺激
の方が他方より先（または，後）だったと判断される確率から「時間順序判断曲線」を作成し，実際の時問差と
主観的な時問順序判断の関係を解析した。
（結果）
　非交差の条件では，被験者全員がかなり正確に時間順序判断をすることができた。時間差70msでも80％以上の
試行で時間順序は正しく判断され，時問順序判断曲線は「シグモイド型」になった。交差の条件では，時剛頁序
判断は非交差の場合と全く異なり，時問差300ms以下で判断を誤る確率が高くなった。特に時間差100～200msで
は多くの被験者が時間順序判断を逆転させ，時間順序判断曲線は「N型」になった。時問順序判断の回答を眼球
運動の方向によって行わせた場合も，同様な結果が得られた。さらに，コントロールとして，左右どちらかの手
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の指に1発だけ刺激を与え，刺激された倒を判断させる課題を課した場合には，交差条件でも非交差条件でも98
％以上の試行で正しい判断がなされた。
（考察）
　本研究により，両手に与えられた2つの触覚刺激の時間的順序の主観的判断は腕の交差・非交差によって異な
ることが明らかにされた。この結果は，一時体性感覚野への入力は交差・非交差の各条件で同じと考えられるに
もかかわらず，時問順序判断の過程は腕の配置に関する情報の影響を強く受けていることを示している。すなわ
ち，時間順序判断は一次体性感覚野などで処理される「刺激の皮膚上の位置」ではなく，頭頂葉などの高次の領
域で処理される「刺激の空問内の位置」に強く依存すると考えられる。
審査の結果の要旨
　これまでの脳における時間情報処理の基本的な考え方は，脳に情報が入力された後早い段階で時間順序の判断
が行われる，というものであった。しかし，本研究で得られた結果は，これまでの考え方と異なり，脳における
情報処理が進んだ段階で，少なくとも空間的情報の処理が終了した後の段階で時間順序が再構成されていること
を示している。本研究は，脳における時間情報処理の神経機構について新しい概念を提案し，この分野の研究の
今後の方向性を明示したもので，高く評価できる。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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